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◇ 執執筆筆担担当当団団体体一一覧覧 （実施方法・資料に関するお問合せ先）

□第第２２章章 生生活活行行為為（（ＡＡＤＤＬＬ・・ＩＩＡＡＤＤＬＬ））のの向向上上にに向向けけてて

一般社団法人 大阪府作業療法士会

ホームページ

連絡先

□第第３３章章第第１１節節 運運動動機機能能のの向向上上にに向向けけてて

公益社団法人 大阪府理学療法士会

ホームページ

連絡先

□第第３３章章第第２２節節 口口腔腔機機能能のの向向上上にに向向けけてて

公益社団法人 大阪府歯科衛生士会

ホームページ

連絡先

一般社団法人 大阪府言語聴覚士会

ホームページ

お問い合わせフォーム

□第第３３章章第第３３節節 栄栄養養状状態態のの改改善善にに向向けけてて

公益社団法人 大阪府栄養士会 栄養ケア・ステーション大阪

ホームページ

連絡先

□留留意意事事項項１１ 認認知知症症・・精精神神疾疾患患（（ううつつ））ののアアセセススメメンントトとと支支援援

一般社団法人 大阪府作業療法士会

□留留意意事事項項２２ 円円滑滑ななココミミュュニニケケーーシショョンンををととるるたためめにに

一般社団法人 大阪府言語聴覚士会

円円滑滑ななココミミュュニニケケーーシショョンンををととるるたためめにに

加加齢齢性性難難聴聴にによよるるココミミュュニニケケーーシショョンン障障ががいい

加齢による聞こえの悪さは誰にでも起こることですが、聞こえが悪くなる時期や難聴の

程度には個人差があります。 歳台で聞こえが悪くなる人もいれば、 歳台を過ぎても

比較的よく聞こえる人もいます。一般的には 歳を過ぎる頃から聞こえの悪い人が急激

に増加する傾向があります。聞こえが悪いと、「コミュニケーション障がい」「社会活動の

減少」を通して、うつや意欲低下、認知機能低下などの不利益につながると言われていま

す。

（（１１））加加齢齢性性難難聴聴のの特特徴徴

①多くは両耳に起こる

②初めは高い音が聞こえにくくなる （カ行、サ行、タ行、ハ行などの高音域）

③早口で話されると理解出来ない

④周囲が騒がしいと話が聞き取りづらい

※難聴のチェック

（（２２））加加齢齢性性難難聴聴のの予予防防とと対対策策

加齢性難聴は年齢だけでなく、イヤホンなどで大きな音を聞いたり、動脈硬化をはじめ

とする高血圧や高血糖、脂質異常などを引き起こす生活習慣病などが難聴をさらに悪化さ

せるリスクだと言われています。そのため生活習慣を改めれば、難聴の予防や、その進行

を遅らせることが可能かもしれません。日頃からバランスのとれた食事、適度な運動、耳

にやさしい環境を心がけることが大切です。

※聞き取りづらくなったら、早期に耳鼻科や耳鼻咽喉科に相談する。必要があれば補聴器

に頼ることも必要になります。

（（ ））加加齢齢性性難難聴聴のの人人へへのの関関わわりり方方

・口元がはっきり見えるように、相手の顔をみる

・早口にならないように注意する

・複数の人で話している時は、一人ずつ話す

・周囲の音が少ないところで話す

・書いて伝える

・補聴器を持っていれば装用を促す

・片側の補聴器装用であれば装用側から話す

留留意意事事項項

資料編 ～ 留意事項 関係資料

資料編 ～ 留意事項 関係資料


